令和４年１回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和４年１月２８日（金）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時３０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所保健センター　３階　大会議室

	議　　長
	永井　恒　会長　　

	出席委員

（２２名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	渡　邉　美　孝
	永　井　　　恒

	
	
	大　山　理　晴
	勝　股　増　夫

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（１名）
	
	伊　藤　征　史
	

	
	
	
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項

議第１号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第２号　　農地法第４条の規定による許可申請について
議第３号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第４号　　農地の利用変更届について
議第５号　　非農地証明申請について

議第６号　　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの
　　　　　　判断について

議第７号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
議第８号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
利用集積計画（案）及び農地中間管理事業の推進に関す
　る法律第１９条第３項の規定による農用地利用計画配分
（案）に対する意見について
付議の内容については別紙のとおり


	永井会長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和４年第１回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、伊藤征史委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員１３名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、鵜飼重光委員と岩嶋貞夫委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

日比野由美子委員、説明をお願いします。

	日比野委員
	去る１月２１日に、鵜飼重光委員、安田清和委員、水野事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
議第１号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、畑が２筆で、合計面積356㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第１号　農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集の２ページと３ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　３－１番）
申請地は、「ＪＡとうと釜戸支店」から、東側すぐのところに位置しています。
こちらの申請は、譲渡人が遠方に住んでおり土地を管理できないため、申請地の隣地に住んでいる譲受人が取得し、農業経営の拡大を図るものであります。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は６，６１５㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。　
以上、議第１号　農地法第３条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は、申請のとおり許可することに決定いたします。

次に、議第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたします。
日比野委員、説明をお願いします。　

	日比野委員
	議第２号　農地法第４条の規定による許可申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、畑が１筆で、面積528㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第２号　農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集の４ページから６ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　４－１番）
申請地は、大湫町神田地区で、神田公民館の南に位置しております。
５ページの地図の青色の部分になります。
こちらの申請は　既に宅地となっている申請地につきまして、登記地目を宅地へ変更するものであります。
申請人の義父が、４０年以上前に家を建て、以後、宅地として利用しているとのことで、始末書の提出を受けております。既に建築済みですので、工事費とか、工事計画はありません。
周辺の状況は、宅地、原野及び申請者の所有する農地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第４条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	はい、ありがとうございました。
では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	大山
職務代理
	申請人は、現住所が御嵩町になっていますが、大湫町に住んでいますか。

	板橋（仁）
委員
	　ご近所なのですが、申請人は、現在、御嵩町に住んでいます。おばあさんが一人、申請地に住んでいます。

	議　長
	　他には、ありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。
次に、議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
日比野委員、説明をお願いします。　

	日比野委員
	議第３号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、８件であります。

内容といたしましては、田が５筆、畑が７筆で、合計面積3,591.82㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は８件の申請があり、議案集の７ページから２５ページになります。
まずは、１０ページ、１１ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　５－１番）
申請地は、国道１９号沿いの桜堂南交差点の北側にあります。
こちらの申請は、現在、賃借人が資材置場兼駐車場として利用している申請地につきまして、登記地目を宅地に変更し、土地に賃貸借権を設定するものであります。
申請地は、平成１４年６月ごろから、資材置場兼駐車場として賃貸借されているとのことですので、始末書の提出を受けております。なお、すでに造成済みでありますので、工事費とか、工事計画はありません。
周辺の状況は、宅地、用悪水路、公衆用道路及び賃貸人の所有する農地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
では、議案集の１２ページと１３ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　５－２番）
申請地は、釜戸町神徳地区、神徳公民館の北東にあります
こちらの申請地は、もともと農振農用地でしたが、農家の跡取りとなる申請者が新居を建てたいということでしたので、令和３年７月総会で、農業委員会として農振農用地からの除外を承認した土地になります。最終的に、令和３年１２月に農振除外が決定されたため、農地転用の申請が出てきました。
こちらの申請は、現在、申請者が、妻の両親及び祖母と同居していますが、手狭となったため、義父の所有する隣地を借り受け、戸建て住宅を新築するものであります。
周辺の状況は、公衆用道路、用悪水路、宅地及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請地は、農振農用地から除外された第２種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
次に、１４ページと１５ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－３番）
申請地は、一色町４丁目にあります。市役所から上がっていった所になります。
こちらの申請は、譲受人が、生活の利便性がよく、住宅地としての需要が高い地域にある申請地を取得し、分譲住宅を建築するものです。
周辺の状況は、宅地、公衆用道路及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１６ページ、１７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－４番）
申請地は、大湫コミュニティー消防センターの南東にあります。
この申請地は、もともと農振農用地でしたが、譲受人が、一部を宅地として利用していたため、宅地部分を分筆して贈与を受けるということで、令和３年７月総会において、農業委員会として農振農用地からの除外を承認し、最終的に先月、農振除外が決定された農地になります。
こちらの申請は、現況に即した地目に変更し、所有権を移転するのみですので、工事計画や工事費はありません。
なお、平成２６年頃から宅地として利用していたため、始末書の提出を受けております。
周辺の状況は、譲受人と譲渡人の所有地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請地は、農振農用地から除外された第２種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１８ページ、１９ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５番）
申請地は、日吉町本郷地区、日吉郵便局の西側に位置しております。
こちらの申請は、譲受人が自宅の裏手にあります法面を購入し、植林するものであります。なお、平成２２年以前から自宅裏の法面として利用していたとのことで、始末書の提出を受けております。
周辺の状況は、山林、原野、譲受人の土地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、２０ページ、２１ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６番）
申請地は、大湫町神田地区にあります。
こちらの申請は、申請地北側で建築業を営む譲受人が、申請地を取得し、資材置場として利用するものです。
２１ページを見ていただきまして、申請地は赤い色鉛筆の部分で、コンテナ、カラーコーン、型枠などが置かれる予定です。トラックの荷台やユニックが書いてある場所は、一体利用地で、もともと造成されている宅地です。
一筆、赤色で塗られた一番右側の土地は、既に造成されており、宅地になっているとのことで、始末書の提出を受けております
申請地の周辺の状況は、宅地、公衆用道路、及び農地となっており、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、２２ページ、２３ページをご覧ください。
こちらは山田町の太陽光発電設備の申請ですが、申請者より、書類が整わない旨、連絡がありましたので、今月の審議を見送ることといたしました。
書類が整い次第、改めて議案に挙げさせていただきます。
次に、２４ページと２５ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－８番）
申請地は、山田町上山田地区、千寿の里の近くにあります。
こちらの申請は、譲受人が住む実家が手狭となったため、父の土地を譲り受け、戸建て住宅を新築するものです。
周辺の状況は、公衆用道路及び譲渡人所有の農地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	はい、ありがとうございました。
では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。
次に、議第４号「農地の利用変更届について」を議題といたします。
なお、議第４号につきましては、渡邉美孝委員、渡邉俊美委員は、当事者になりますので、その場で静かにお待ちいただき、発言はお控えくださいますようお願いいたします。
それでは、日比野委員、説明をお願いします。　

	日比野委員
	議第４号　農地の利用変更届につきましては、４件であります。

内容といたしましては、田が７筆、畑が４筆で、合計面積4,399㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	水野
局長補佐
	それでは、議第４号　農地の利用変更届について、ご説明申し上げます。
まず、農地の利用変更とは、農地の利用について、盛土や削土等の造成を行う場合は、優良農地の保護及び有効利用、また付近の農地等に及ぼす被害を未然に防止するため、農地法の規定に基づく届け出の義務はありませんが、届出を求めているものであります。
今月は４件の届出がありましたので、順にご説明申し上げます。
議案集では、２６ページから３０ページになります。
利用変更の１番から３番までは、同一の内容になりますので、一緒に説明をさせていただきます。
　まず、利用変更-１番です。２７ページの図面では、青色の部分です。
（議案書の内容を説明　利用変更-１番）
続きまして、利用変更-２番です。　緑色の部分です。
（議案書の内容を説明　利用変更-２番）
続きまして、利用変更-３番です。　オレンジ色の部分です。
（議案書の内容を説明　利用変更-３番）
申請地は、日吉町深沢地区に位置しております。
この案件は、農地の都合というより、国及び市の工事の関係による農地の利用変更になります。
　国が行う「新丸山ダム関連の五月橋架け替え工事」で発生する建設残土を処分場へ運ぶため、市道の新設及び市道深沢・大下線の道路改良工事を行うためものであります。
２７ページの地図を見ていただいて、市道になるところは赤色の線で示したところです。
　ここに市道を通すにあたって土地が低いので、多いところで7.5ｍ嵩上げを行い、道路を建設したあと、残った土地を再び農地として利用しようとするものであります。
　道路の建設は令和４年度から令和６年度の予定で、完成後は道路部分の土地については、市に寄付していただけると聞いております。
　こういった理由での利用変更ですので、承認をいただきますようお願いします。
　続きまして、利用変更-４番です。
　議案集では、３０ページになります。
（議案書の内容を説明　利用変更-４番）
申請地は、土岐町桜堂地区、きなぁた瑞浪の周辺になります。
　こちらは、元々は田でありましたけど、水不足により田として耕作することが困難であるため、埋め立てをして、野菜、柿、梅の木を植え、畑として利用しようとするものであります。
以上、議第４号　農地の利用変更届に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第４号について、質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。
議第４号「農地の利用変更届について」、申請のとおり承認することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（挙手多数）

	議　長
	挙手多数ですので、議第４号は、申請のとおり承認することに決定します。

次に、議第５号「非農地証明申請について」を議題といたします。
日比野委員、説明をお願いします。　

	日比野委員
	議第５号　非農地証明申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、畑が２筆で、合計面積304㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	水野
局長補佐
	それでは、議第５号　非農地証明申請について、ご説明申し上げます。
今月は非農地証明申請が、１件ありました。
議案集の３１ページから３３ページをお願いします。
まず、この議案は、令和２年１１月総会で議決をいただいた「瑞浪市農業委員会非農地証明事務取扱要領」に基づく申請であります。
この制度ができて、今回が３件目の証明申請になります。
（議案書の内容を説明　非農地-１番）
申請地は、日吉町平岩地区、こちらから行くと、お寺の「開元院」の手前になります。
申請理由は、以前は採草放牧地であったと思われるが、長期間利用されなかったため山林化し、農地として再生利用困難な状況であるためとのことです。
１月２１日に、委員さん３人と事務局で、現地確認調査を行いました。
３３ページの写真が、左側が平成３０年の航空写真、右側が最近、１月１９日に撮った現況写真です。昔は農地、もしくは採草放牧地であったと思われるが、今は木、笹が覆い茂った状況でありました。
まず、申請地は農振農用地には地番指定されていませんので、証明の対象となります。
議案集の３１ページの下に、「農地法の運用について」の制定について、を掲載しております。　農地として利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地、人力又は農業用機械では耕起、整地ができない土地であって、農業的利用を図るための条件整備、これはほ場整備のことですが、それが計画されていない土地について、次に該当するものは、農地に該当しないものとする。
ア）その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な場合
現地確認の結果、申請地の２筆はこの「森林の様相を呈している」に該当すると思われますので、非農地証明を交付することに問題ないと考えます。
ご審議のほど、よろしくお願いします。

	議　長
	では、これより議第５号について、質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。
議第５号「非農地証明申請について」、申請のとおり証明することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第５号は、申請のとおり証明することに決定します。

次に、議第６号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」を議題といたします。
事務局より説明をお願いします。　

	水野
局長補佐

	それでは、議第６号　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について、ご説明申し上げます。
議案集の３４ページから３７ページをお願いします。
まず、先月１２月総会で山田町、小田町、明世町について議決をいただきましたが、その後のことについてご報告いたします。
議決をいただいた非農地判断について、１月７日に該当者９３人にお手紙を出しました。
その後、電話等での問合せが約１５件あり、ほとんどが「これは、どういった書類か」といった内容でしたので、「現況が山林で農地性がないので、農地台帳から除外しました。それに併せて法務局での地目変更登記をお願いします。」と回答しました。
中には、自分の土地がどこにあるのか分からない方とか、市で土地を引き取って欲しいと言う方とかお見えでしたが、混乱もなく、順調にいったと考えております。
それでは、議案集と別添資料をお願いします。
今回の非農地判断は、稲津町になります。
　前回の総会を欠席の委員もおみえですので、概要についてもう一度、簡単に説明をさせていただきます。
議題の「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断」ですが、昔は農地であったけれど、今はもう山林、森林の一部になってしまったという土地に対して、農地であるかどうかの判断をしていただき、農地でないものについては、農地台帳から除外しようとするものであります。
別添資料を１枚めくっていただいて、
1 農地法第２条第１項ですが、「農地」とは、耕作の目的に供される土地をいいます。
世間一般でいう、「田」とか「畑」になります。
②「農地に該当しない土地の農地台帳からの除外について」です。
農業委員会は、「農地法の運用について」に基づき、利用状況調査、これは8月～10月にみなさんに参加していただいた調査のことですが、荒廃農地の発生解消状況に関する調査の結果、既に森林の様相を呈するなど農業上の利用の増進を図ることが見込まれない農地があった場合は、原則として当該調査を行った年内に、当該農地について農地に該当しない旨の判断を行い、農地台帳から除外することとされています。　
　次の、③農地に該当するかの判断基準についてです。
農地として利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地、人力又は農業用機械では耕起、整地できない土地であって、農業的利用を図るための条件整備、これはほ場整備のことですが、計画されていない土地について、次のいずれかに該当するものは、農地に該当しないものとし、これ以外のものは農地に該当するものとする、とされております。
　　ア　その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な場合
イ　ア以外の場合であって、その土地の周囲の状況からみて、その土地を農地として復元しても継続して利用することができないと見込まれる場合
これが、判断の基準になります。
「荒廃農地」、調査のときに「赤」は見なくていいと言った「赤」色の土地を、平成30年版の航空写真で確認しました。
それが、別添資料になります。
写真を見て、事務局のほうで「森林の様相を呈している」と判断したものを、今回、議案上程させていただいております。逆に、「荒廃農地」であっても、森林までになっていないものは除外しております。
ちなみに、今回の稲津町では、「荒廃農地」としたのが全部で２０５筆、今回はその中の９３筆を「森林の様相を呈している」として、非農地の判断をお願いするものです。
別添資料をご覧ください。
航空写真の右下１ページの「稲津町-１」は、左に見える建物が瑞浪南中学校で、中央が萩原水洗地区になります。
このページは、１、６、７、８５～９３までの１２筆で、中央下にある１は、議案集の３４ページ、「番号1　稲津町小里字カヤノ木438番2　台帳地目：田、面積：26㎡」と対応します。
この１２筆を、それぞれの筆を赤線で囲っていますが、非農地判断の基準である「森林の様相を呈している」に該当すると思われます。
２ページの「稲津町-２」は、小里五郷地区と萩原小井戸地区で、中央にある建物が。ゲンキー瑞浪稲津店と老人保健施設「ひざし」です。
このページは、２、３の２筆ですが、ともに森林の様相を呈していると思われます。
３ページの「稲津町-３」は、萩原地区、県道６６号線沿いで「ひざし」と「広池学園」のあいだになります。
４から１５まで、６１と全部で１１筆ありますが、こちらも農地性はなく、森林の様相を呈していると思われます。
４ページの「稲津町-４」は、萩原中洞地区で、左上に走っている道路が県道６６号線です。ここには全部で２７筆あります。
明らかに山になってしまったという筆だけを抽出しています。
５ページの「稲津町-５」は、写真を縦に見てもらって、中央が広池学園、上が瑞浪高原ゴルフ倶楽部、右下が県道６６号線です。
ここには全部で１０筆ありますが、すべて山になってしまっていると判断をしております。
６ページの「稲津町-６」は、写真を縦に見てもらって、中央が萩原大牧地区、左上を走っている道路が県道66号線、さらに左上が広池学園です。
全部で２９筆ですが、農業用機械では耕起できないような山になっていると判断しております。
７ページの「稲津町-７」は、中央を走っているのが県道６６号線で、稲津町と土岐町大草との境界付近になります。
ここでの２筆は森林の一部です。
今回、議案上程をさせていただいた全９３筆は、すべて農地性はなく森林の様相を呈していると思われますので、国からの通知のとおり、農地法第２条第１項に規定する農地に該当しない旨の判断を行い、農地台帳から除外することが適当であると考えます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第６号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	大山
職務代理
	今回の９３筆は、今後の土地利用について申請があった場合、現地確認調査を行うのでしょうか。

	水野
局長補佐
	この９３筆について、今回、「農地性はない、非農地である」と議決をいただいた場合には農地台帳から除外をしますので、今後、現地確認調査を行うことはありません。

	議　長
	他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第６号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」、非農地と判断することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第６号は、非農地と判断する旨、土地所有者、法務局、岐阜県、及び市税務課に対して通知することに決定いたします。
次に、議第７号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	日比野主事
	それでは、議第７号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画案について、ご説明申し上げます。

議案集の３８ページ、３９ページをお願いします。
申請番号１番は、稲津町萩原字前田の田と、稲津町萩原字前田の田を
借受人に、令和４年４月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは新規になります。

場所は、２１ページをご覧ください。県道６６号線沿い、広池学園の手前にあります。
以上、議第７号　農用地利用集積計画案についての説明とさせていただきます。
ご審議の程お願いいたします。

	議　長
	では、これより議第７号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。
議第７号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第７号は、計画案のとおり決定いたします。
次に、議第８号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）及び農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用配分計画（案）に対する意見について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	日比野主事
	それでは、議第８号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画案　及び、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定に基づく農用地利用配分計画案について、説明いたします。

　議案集の４０、４１ページをお願いします。
申請番号１番は、日吉町字大敷２４８０番２の田　他６筆を岐阜県農畜産公社から農事組合法人に転貸し、令和４年４月１日から令和１４年３月３１日まで、農用地７筆、計8,073㎡に使用貸借権を設定します。

こちらは再設定になります。

場所は、４１から４３ページをご覧ください。

４１ページは日吉小学校付近、４２ページは日吉コミュニティセンター付近、４３ページは細久手地区で旧中山道沿いの地図です。
以上、農用地利用集積・配分計画案について、ご審議、ご意見の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第８号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。

議第８号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）、及び農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用配分計画（案）に対する意見について」、計画案を決定し、意見のないものとすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第８号は、計画案のとおり決定し、意見のないものといたします。
それでは以上をもちまして、令和４年第１回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は
下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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